
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

TEL  025-543-7664 
H.P. 問合せフォーム 

 

ご相談窓口   検査三課 
（勝島・高原・加藤） 

 

ご希望の品目・納期など まずはご相談ください! 

  

一般財団法人 上越環境科学センター     ☎ 025-543-7664 

アレルギー表示義務に対応 
 

一般財団法人上越環境科学センター20250916 

HACCP に沿った衛生管理 として  
・表示有無によらず、製品や原材料のアレルゲン混入有無確認 

・調理場や製造ラインのふき取り検査（イムノクロマト法）など 

万一のアレルギー事故発生対応時  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

食品製造業者様・調理関連業者様からお問合せ・ご依頼を頂いております! 

アレルゲンは 危害分析（Hazard Analysis）における化学的要因のひとつです 

卵・エビのイラスト： 

（公財）ニッポンハム食の未来財団 イラスト集より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人上越環境科学センター20250916 

2025 年度中に カシューナッツ を 
特定原材料 に追加の方向 

2025 年度中に ピスタチオ を 
特定原材料に準ずるもの に追加の方向 

＊ 検査試料１g あたり特定原材料等由来のタンパク質を 10μg 以上含有する場合を“陽性（＋）”とする. 
 
＊ 特性が異なる で定量検査を実施する. 

※ 定量検査での判断が困難な場合は，定性検査法（ウエスタンブロット法、PCR 法、リアルタイム PCR 法、 
PCR-核酸クロマト法といった方法）を用いる.  

＊ えび と かに は区別できない. また、他の一部の甲殻類も検知する. 

 
 

スクリーニング検査(検査特性の異なる 2 種の検査) 

 

食物アレルギーの発症メカニズム 

（公財）ニッポンハム食の未来財団イラスト集より 

スクリーニング検査(検査特性の異なる 2 種の検査) 

    


